平成15年度文化審議会における委員意見要旨

平成15年６月３日（火）13:30～15:30

県庁４階　大会議室

○…委員　◎…会長　

＜審議議題＞公立文化ホールの活性化への取組みについて

平成15年度県民文化計画関係事業について

　　　　　　文化の振興に関する施策の推進について
○昨今の景気状況を考慮し、施設使用料（特に展示室）の軽減について検討してもらいたい。

○照明器具等の付属設備使用料の軽減についても併せて検討してもらいたい。

○ピアノの使用料は、非常に高いように感じる。

また、付属設備の使用料は、午前、午後、夜間を各１回として算定しているが、例えば、利用時間区分の増加（例：午前・午後、午後・夜間、全日）などにより、きめ細かな料金設定にできないか検討してもらいたい。

○県立の文化施設は、全国の文化ホールに比べ、利用者側に立ったきめ細かな運営を行っているので、ぜひ施設使用料についても、他に類例のないサービスになるように努めてもらいたい。

◎いずれにしても、利用者がホールを利用しやすいように、施設使用料における料金体系の見直しについて検討する必要がある。

○県民文化計画関係事業の中に、図書館関係事業もぜひ加えてもらいたい。

○子どものオーケストラが多くできるよう、学校のクラブ活動の中に、弦楽器やピアノ等による音楽活動を積極的に取り入れてもらいたい。

○文化施策を「川の文化」、「山の文化」、「海の文化」に区分するなど、別の切り口で検討できるようにするとともに、各文化どおしの連携を図りながら支援していく仕組みづくりを作ったらどうか。

○環日本海に関する文化活動は、地域の生活文化に非常に関係が深いので、重要であると思う。

○昨年度、文化審議会でとりまとめた「公立文化ホールの活性化について」の提言がホールの開館時間の延長や使用料の減免等、文化施策で具体的に反映していることにたいへん意義がある。

○地域に根ざした文化活動を推進するために、地域の文化団体と文化ホール職員とがより一層連携していくことが大切である。

○文化計画の体系は極めて標準的なものであり、たいへんよくできていると思う。

　国では、文化芸術振興基本法に基づき、昨年閣議決定された「文化芸術の振興に関する基本的な指針」において、学校教育における文化芸術活動の充実を掲げ、子どもの文化芸術活動に関する予算がかなり増加している。

県においても、子どもに着目した文化施策をもっと進めてもらいたい。

○先人が積み上げてきた芸術文化資料は、文化芸術活動のベースを形成するために大切なものであると考えているので、それらを収集・保存する方策を検討してもらいたい。

○文化ボランティアにおける研修の機会やインターネット市民塾をもっと充実してもらいたい。

○この文化審議会では、特に行政が支援する必要がある文化活動について検討していくことが必要である。もっと弾力的に考えながら、富山県を良くする文化活動を選択し、支援していくことが大切である。

· 全国的にみて、本県は、発表の場が充実していると思う。

· ホールにおける発表の場の充実だけでなく、日常的な研さんの場の充実にも努めてもらいたい。

◎図書館を文化行政にしっかり位置づけた形にしておく必要がある。

　使用料の減免制度を新たに設けられたが、施設使用料の軽減や付属設備使用料のきめ細かな料金体系を検討してもらいたい。

　子どもの文化芸術活動について、もう少し掘り起こすようなことがあるのではないか。

　このような中から、次回行われる文化審議会の研究課題を見つけ出していきたい。
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